
1910年ごろチャールズ・チェイピンが飛沫感染説を唱えた
(元は呼吸器系感染症は「疫病粒子」の空気感染と考えられていた)
空気感染に言及することで、人々が恐れ衛生習慣を無視を懸念
チェイピンの根拠の無い仮定は疫学研究として広まった

図 5-6-2: チャールズ・チェイピンの作った嘘が100年以上続く


